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県労連第2回幹事団交渉（9月26日）報告
賃金カットは「協力」ではなく、職員としての「相応」の負担！？
「県民サービスを低下させる」と平気で公言できるのは、誇りを忘れた最低の県職員だ！
　県労連は9月26日、労務統括官と第2回目の交渉を持ちました。
交渉で明らかになったこと

①以前の賃金カット時とは異なり、県の財政状況は「財政再建団体」に転落するような『真に危機的』な状況ではない。

②以前の賃金カット時は、『真に危機的』な状況下でも原則県民サービスを維持したが、今回は、賃金カットとともに、県有施設・補助金の廃止等、結果として？県民サービスの低下を許容している。

③「今回の賃金カットは単に『お願い』でなく、県民に負担を強いるので、その理解を得るため、職員として姿勢を示す必要がある。」との当局見解。

④1,650億円の財源不足等についての一時的な緊急避難措置ではなく、安定した財源対策としての賃金カット。つまり、時限的ではなく恒常的カット？

⑤「財政危機」の原因について、「国と地方の税財政構造」を否定はしないが、これに対する対応としては「毎年お願いしている」のみで、抜本的見直しに向けた手法やスケジュールは一切示されない。

⑥神奈川の財政状況は、税収や人口当たりの県債残高など、他県と比べても良好な状況。全てをゼロベースで見直しをするほどの状況ではない。

⑦すべての当局提案が、「県有施設・補助金の廃止を県民に理解してもらうため」を理由としている。

⑧福利厚生など、これまで、労使で確認し、積み上げてきたものでも「ゼロベース」で見直し。

当局は誠実に必要な対応をせよ！

○まず、「県民サービスの低下」を撤回せよ！
　私たち県職員は、県民サービスを生業としています。「県民サービスを低下させる」などという、県職員としてあり得ない方針をまず撤回すべきです。

○誠実に財政状況を明らかにすべき

　県有施設・補助金の廃止で県民に負担を強い、職員に賃金カットを迫るほど「本当にカネがないのか」、言い換えれば、不要不急の政策的経費を「全廃」してもカネがないのかを明らかにすべきです。

○「財政難の根本原因」への方針を確立すべき
　国が怖いのか、キャリア官僚とやりあう能力がないからなのかは不明ですが、「財政難」の根本原因解決に、事実上当局は取り組もうとしていません。

本当に財政状況を危惧するのなら、知事会など地方団体と連携して、早急に改革に取り組むべきです。
○労使交渉の積み重ねを尊重すべき
・「住居手当（持ち家）」、「現給保障」についてはそれぞれ、人事委員会の報告とこれまでの交渉の経過を踏まえて、「継続協議」としたものです。
・改めて廃止したいのであれば、合意内容に応じた新たな提案を行うべきです。

・これまでの労使交渉を軽んじ、全てを「県有施設・補助金の廃止を県民に理解してもらうため」を理由とした不誠実な提案には到底応じられません。

「緊急財政対策」には協力できない！

・賃金カットや住居手当・現給保障の廃止等、今回の提案は、緊急財政対策が根拠となっています。

・緊急財政対策では、県民も市町村も団体も職員も、みんな負担を強いられる犠牲者です。

・特に職員は、県民や団体に対する、根拠の乏しい、つじつまの合わない説明の矢面に立たされます。

・自治労県職労は、県職員としての誇りにかけて、県民サービスを守ります。そして賃金・労働条件は「緊急財政対策」に左右されず、人勧体制下のルールに則った交渉を積み重ねていきます。

今後の取組について

・この間2回の交渉では、当局の姿勢は大変不誠実なもので、労使の主張は平行線です。

・今後、10月中旬の県人事委員会勧告を受けて交渉が再開され、11月中旬をヤマ場に取組を進めます。

・また組合としても県民等への働きかけを行います。


　県労連は9月27日、県人事委員会に対して、次の要求書を提出しました。
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2012年9月27日
神奈川県人事委員会
委員長　 高 井　佳江子　 様
神奈川県職員労働組合連合協議会
議 長　　芹　沢　 秀　行
２０１２年勧告期の要求書
　県職員の賃金・労働条件の改善に向けたご努力に敬意を表します。
人事委員会制度は、労働基本権制約の代償措置として、県関係職員の賃金・労働条件を決定する上ではもちろん、県内労働者の賃金水準に与える影響は極めて大きいといえます。
人事院は８月８日、月例給及び一時金の改定を見送る一方で、50歳台後半層職員の昇給抑制として、標準の勤務成績では昇給停止とする勧告をし、併せて昇格制度の見直しとして高位号俸から昇格した際の増額分を縮減するよう報告し、これらを2013年1月から実施するとしています。拙速であるばかりか、これまでの取り扱いとの矛盾も多く、極めて遺憾と言わざるを得ません。また、別途に進められている退職手当制度の見直しと同時期に実施することは、高齢層職員の生活に重大な影響をもたらすものです。
　人事委員会は、国と神奈川県では様々な条件が異なっていることを踏まえ、人事院勧告に追随して同様の勧告を行うことなく、公共サービスの担い手である県職員の適正な処遇の確保に向け、かつてないほどに神奈川県としての主体性を持った真の職員賃金の現状と公正な公民比較を前提とした検討が求められています。
　勧告・報告に向けては、下記事項の実現に向けて最大限の努力をされるよう要求します。
記
１．2012年度の給与勧告について
（１）2012年度の給与勧告にあたっては、公平・公正な公民比較に基づき月例給の給与水準を改善すること。
（２）一時金については、精確な民間実態の把握と公民比較を行い、職員の生活を守る支給月数を確保すること。
（３）すべての在職者が定年まで昇給が可能となるよう、号給を延長すること。
（４）教職員賃金の課題にあたっては、水準の維持・向上となるよう対応を図ること。
（５）50歳台後半層職員の昇給抑制、昇格制度の見直しにあたっては、国とは実情が異なることを踏まえた対応を行うこと。
（６）公務職場への人材確保の視点から、採用時初任給の改善を図ること。
２．労働時間短縮、休暇、休業制度の改善について
（１）総労働時間の短縮に向けて、是正勧告をはじめとした実効ある超過勤務縮減策を提言すること。
（２）各種休暇制度を新設・拡充し、総合的な休業制度を確立すること。特に、ボランティア休暇の取得要件の緩和、休暇制度の拡充を図ること。
３．男女平等の公務職場の実現及び両立支援策の拡充について
（１）「子育てを支え合う職員行動計画」の確実な実施に向けて指導を行うこと。
（２）育児休業制度における男性の取得率向上に向けた具体的な促進策を提言すること。
（３）育児・介護を行う職員の両立支援策等の拡充を図ること。
（４）女性職員採用・登用の拡大について、積極的な取り組みを行うこと。

４．臨時的任用職員・非常勤職員等の処遇改善について
（１）臨時的任用職員・非常勤職員等の処遇については、均等処遇の原則に基づき抜本的に改善すること。
（２）県に雇用される労働者の最低賃金を、行政職(一)表の高卒初任給並に引き上げること。

５．その他
（１）65歳までの段階的定年延長を基本に、新たな高齢者雇用施策について、雇用と年金の確実な接続に向けた意見の申し出を行うこと。
（２）委員会勧告については、極力早期に行うこと。
（３）賃金・退職手当・休暇等の諸権利について、労使交渉を制約することの無いよう留意すること。
以上
臨時・非常勤等職員の均等待遇と雇用安定を求める決起集会

　○日　時：10月28日（日）13時～17時

　○会　場：ＪＡ共済ビルカンファレンスホール

　　　　　　　地下鉄「永田町駅」下車徒歩5分

　○内　容

　・臨時・非常勤職員の賃金・労働条件調査報告

　・講演「非常勤の手当支給に関する裁判例」

自治労県本部障害労働者連絡会学習会

　○日　時：10月6日（土）13時15分～

　○会　場：神奈川県地域労働文化会館

　　　　　　（自治労神奈川県本部）

　　　　　　　市営地下鉄「阪東橋駅」下車

　○テーマ：労働相談から見える障害労働者の課題

　○講　師：鶴巻繁氏（自治労県職労組合員）











































県労連対人事委員会要求提出交渉を実施～9月27日

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































